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Wereportedtwoyearsexperienceoftheresults()fth(Imedicalsupportfortllefirst

professionalsoccerteam inNiigatapr(さfe(ごtuIで . Totally77Sportsinjurieswereoccurred

inthLISeaSOtlOf1996. 7Jl()fthe77injuriesL恥.100)wclrerel(ltedtoorthopaedicsurgery.

InjuriesincludeLtheupperextrem恒Tandthetx･)dytrunk()ccupiedthe23.%;oftheorthop(ledic

injuries.Ontheotherhand,injuriesofthelowerextremitywasseenin779も~ofthecases

andmajorlesionwasan_klejointandkn(ヤjointinthisorder.lntheprofessi()nalathletes.

mdicaldemalldisfarstrol唱erth(Tnthatofalnateur.h･･lor(11＼rer･.ttlefrontofficealsoIてqu11res

earlyr〔で()＼,ell,andquickreturn oftheathletes.Thus,not()nlyhighqualityofthemedical

treatmentbL1tals()Wellsophisticatedsystem ofthemedicalsupportwillbeneedinthe

nearfLltLlre.
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プロサッカ-チ-A,医療支援,スポ-ツ外傷

アのみであった種目のプロ化が始まっている.新潟県に

は じ め に ぉいても最近サッガ-のプロチ-ムが誕生し,日本の トッ

近年,我が国において健康増進を目的とした各種市民 ブリーダを目指 して活動 している.筆者は過去2年間に

スポ-ヅの普及が薯しいが,その一方でサッカMのJリー わたり,新潟県をこ誕生 したプロサッカ-チ-ムのチーム

ダやパレ-ポールのⅤリーグのようにこれまでアマチュ ドクタ-として種々の medicalsupportを行 う経験を
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スポ-ツ医学の現状と諸問題

得た.泰稿では,その活動内容,外傷統計およびプロ選

手に対する medicalsupportの特教と問題点について

述ベ古.

対 象 と 方 法

｢ALBIRIくⅩ新潟 F(1:アJL･ビL'､ソクス新潟7.LJ

トボールクラブ｣の概要

ALBIREX新潟 FCの母体は1955年に設立された ｢新

潟イレブン｣で,1985年に北信越 リ-ダに昇格しき優

勝 1回,準優勝1回の成績を挙げている,1994年,当

時JJ)-グに属するヴェルディ川崎のコ-チであった

ブラソツバルコム氏をコ-チとして招聴 し,翌1995年

にチ…ム名を ｢ALBⅠREO新潟 FC｣と改めた.当初

は,プロ契約選手と社会人選手の混在する準プロチ-ム

であったが,1996年,県内140企業の出資により法人

化,これに伴い1997年にチ-ムも完全プ可ヒし,名称

も ｢ALBIREX新潟 FC｣に変更した.これまで北信

越 リーグに2年連続優勝したが,上位リ-グである 3FL

(JapanFootballLeague)の加盟権をかけた全国地域

リーグ決勝大会で階しくも敗退している.

クラブの構成は,総監執 監執 コ- チ,マネージャ--,

トレ-チ-が各1名でスタッフを構成している.登録選

手30寒空律3本大選手26名,外人選手4名)は,全員プロ

契約選手でJ-リーダや JFL,他の地域 リ-グからの移

籍選手が大部分をしめている.現在 トップチ-ムのみで

あるが,今後JJ)-グ2部への加盟に伴いジュニアチ-

アスレチック

(選手)
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ムがつくられる予定である.

練習は試合の翌日を除いて週5日, 1回3時間程度で

あり年2-3回の遠征 (1回は海外遠征)を行っている.

公式戦は北信越-トーす,天皇杯,全国杵会/＼入会,団体

など年間約35試食を消化する.

医療支援体制と活動内容

チ-ム専属の医師はなく,筆者が当初よりボランティ

アとして活動している. トレーナ-は,当初新潟こぼり

病院の理学療法部に依寮してボランティアの協力を得て

いたが,1996年よりNATA(全米アスレティツタトレ-

ナ-協会)公認のチ-ム尊属 トレ-ナ州が加わった.現

荏,クラブ固着の診療所はなく後方支援病院を新潟こぼ

り病院に依頼し,図 星に示すようなシステムで故障 し

た選手の治療や medicalcheckなどをおこなっている.

選手の障害度が大きい場合には,治療内容や時期につい

てスタッフのみでなくフロントサイド (チ-ム経営者)

との話し合いが不可欠である.

年間を通しての主な活動は,故障選手の診察治療,杏

種大会への帯同,プレシ-ズソの3月に mediealcheck

(内科,整形外科)と体力測定,北信越 Tj---グ終了後の

8月に再び medicalcheckなどである.筆者の勤務の

開係上日々の練習や全ての試合-の帯同は不可能であり,

北信越 リーグおよび国体や各種大会へは可能な限り帯同

するが,その他毎E3の管理はチ-ム尊属の トレ…ナ-が

行い,異常があればその度連絡をとって対処している.

今回,1996年 1年間の外傷,障害,疾病の統計を調

フィジカル

(内 科 的治療)

開I ALB王REX新潟FC の医療支援システム

(支援病院)
t新潟こぼり病院1
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蓋 し 加えてプロ選手の医学管理の特教と問題点につい

て考察 した.

結 果

1996年 1年間に筆者が診察および治療を行ったかあ

るいは他科に依癒して治療を行った件数は77件であり,

うち74件 (粥.1%)が整形外科領域であった . 他科に

依蘇 した3件のうち2件は内科で,急性胃炎が1例と髄

挟炎が1例で,他の1例は耳鼻科をこ依解 した急性扇桃炎

であった.整形外科領域の外傷 ･障害ア竣枠中上肢は18例

(23%)にすぎず,その内訳は単純頭部外傷や肩関節脱

臼の他,近年サッカ-をこ特有な障害として注目されてい

るスポ-ツヘルニアを2例をこ認めた.これに対 し下肢は

57捧 (77%)と多く,その内容としては足関節捻挫,打

撲や肉離れが主体で,その他膝関節周囲の外傷 ･障害が

多く見られた (表 1).全体を通 して入院を要 した症例

は髄膜炎 (保存治療で軽快)と陸前十字靭帯損傷 潤 療

術施行)の2例であり,髄の症例は全て外来通院および

)l′､ビrJにて軽快 し-'LLl-に復帰 LL

考 察

1993年のJJ)-グ開幕以後これらプロサッカ-チ--

ムの外傷,障害調査の報告が散見される.田中らぼ5-

リ-グ所属チ-ムの1年間の外傷,障害調査を行い,199

件の外傷,障害のうち2例を除いては整形外科的疾患で

あり,さらにその内勤%が足関節や掻関節周囲といった

下肢の外傷,障害であることを報告 している1㌦ 今回の

調査もほぼ同様の結果であり,キック動作を含めて膝関

節,足関節を酷使 し かつ接触プレ…を伴うサッカーの

種目特性と考えられる.現在までのところ選手生命をこ影

響する重大な外侮 ･障害が少なかったのはまさに幸運と

しか言いようがないが,今後は medicalCheckおよび

体力テス トの結果を十分に評価して練習メニュ-に反映

させ,外傷 ･障害予防に努める事が必要不可欠と考えら

れる.

ブロスポ-ツ選手は高い運動能力と技術を生業とする

以上,そのパフオ-マン弟をこ影響を及ぼす障害 ･外傷に

対する関心はアマチュア選手に比べて格段に高く,また

治療内容,プレ-復帰をこ対する要求度も極めて高い.こ

のことは筆者も今回の経験を通 して最も強く感じた事で

ある.さらに選手を雇用するフロントサイドの要求も考

慮すると,プロ選手に対する医療サボ- 卜は単に高い医

療水準のみならず十分をこ整った観織としての対応が必要

である.

表 1 1996年1年間Ll)繋形外科的外侮 ･障害の内訳

整形外科外傷 8障害総数 :74件

上妓 ･体幹 :18件 (23%) 下肢 :57件 (77%)

･肩関節脱日 :2 ･足関節捻挫 :19

･突き指 :3 1打撲 ･肉離れL:19

･前匪挫創 :1 ･除靭帯拍悔 :6

･頭部 .顔面挫創 :;1 ･除蓋健:･k ニ3

事腰背部痛 :6 ･半月板損傷 :3

･スポ-ツヘルニア :2 書アキレス腺炎 :3

･その他 :L･1

JJj-グを例にとってその医療支援体制について考

えてみると,JJ)-グは地域に扱ぎした社会スポ-ヅ

活動の中心となることをその理念として掲げており,そ

の1つとしてチームドクタ-による健康管理の義務を定

めている.その特徴は,1)medicalChackの義務化,

2)公傷制度の導入 3)障害を持つ選手の排除,4)疏

一 した様式 (サッカ--ルスメイ ト)による医学管理と

そのオ-プソ化である,実際の医療支援体制については,

非常勤の複数 (8-lo宅)および複数科 (整形外科,輿

料,内科,救急)の医師と後方支援病院によるもの1)2),

チ-ム専属の常勤医師およびクラブ内専済診療所および

後方支援病院によるもの3)などがあるが,いずれのシ

ステムにしてもプロソトおよび トレ-ナ-との意志疎通

の問題,医療設備不足の問題などが指摘されている.特

に医療設備に関しては,南米や欧州のように医療部門-

の太きな発行投資の考えに乏しい我が国では,完全なシ

ステムの実現には程遠いのが現状であろう.

ALBIREX 新潟 FC は現在のところ地域 リ-グの駆

け出しプロチ-ムであり,経済的側面 1つをとっても医

療システムが爵弱であることは致 し方ないが,本チーム

の活躍が新潟県のサッカ-水準の向上に役立つことは必

要であり,そのために医療支援体制の充実も極めて重要

と考えられる.さらに,スポーツ後進県と言われる新潟

県が2002年のワ-ル ドカップ開催を招致 し,さらに各

種の国際大会が開催される予定であることを考えると,

新潟県のスポーツ医学にとって強力な医療支援体制を組

織化することが急務と思われる.

ま と め

1)新潟県に巌生 したプロサッカーチームの医療支援

の経験について報告した.

2)新潟県のスポ-ヅ医学にとって,強力な医療支援



スポ-ツ医学の現状と諸問題

体制の組織作 りが急務であると考えられる.
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司会 大森発生ありがとうございました.プロチ-ム･

アルビレックスの顧問 ドクタ-としていろいろな経験を

お話 していただきました.大森発生にどなたか御質問ご

ざいますでしょうか.では後から練合討論でお願いいた

します.次は高橋先生よろしくお願いいたします.
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